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 Creative Teaching Materials, Method and the Development of the Curriculum  







 筑波大学附属駒場中・高等学校 数学科 














































































































日程：平成 28 年 12 月 4 日（日） 
会場：本校 
参加者：中高数学科教員，大学院生，本校教員 


















1. 茨城県清真学園高等学校・中学校  
発表者 法貴 孝哲 氏 
－ 30 －
 2. 福井県立高志高等学校   
発表者 青木 慎恵 氏 
3. 東京工業大学附属科学技術高等学校  
発表者 早坂 健 氏 
4. 大阪府立大手前高等学校  
発表者 金 義博 氏 
5. 奈良県西大和中学校・高等学校 
    発表者 光永 文彦 氏 
 
6. 筑波大学附属駒場中高Ⅰ  
 「筑波大学附属駒場中・高等学校の数学科SSHの取
組」 発表者 須田 学 
7. 筑波大学附属駒場中高Ⅱ  
「中高 6 か年を見通した幾何分野の指導」  
発表者 須藤 雄生 
 
8. 筑波大学附属駒場中高Ⅲ 















































































○第 45 回数学特別講座  
『数学と音楽：想像の世界の醍醐味』 



















○第 46 回数学特別講座 
『数学に現れる対称性』 
日 時：平成 28 年 12 月 19 日（月）13:30～15:00 
場 所：50 周年記念会館 
講 師：大島 芳樹 氏 （東京大学カブリ数物宇宙
研究機構・本校52期卒業生） 






























































のである。今回は，8 月 27 日に京都大学を会場に，全
国から SSH 指定校等 62 校が集まった。本校からは口

































 2016 年 10 月 9 日に，明治大学先端数理科学インス
ティテュート（以下 MIMS）の主催で開催された，「第
6 回 高校生による MIMS 現象数理学研究発表会」に
おいて，5 件の口頭発表と 19 件のポスター発表が高校
生により行われた。本校からは課題研究で数学を選択
している高校 2 年生 16 名で参加し，そのうち 3 名が





























参加した第 32 回大会から 2016 年夏の第 57 回大会ま
でに，のベ 40 名の生徒が日本代表として参加した。 
≪国際数学オリンピック（IMO）の近年の成績≫ 
2014 第 55 回国際数学オリンピック（IMO）南アフリ
カ大会の日本代表選手1名金メダル1名銀メダル
獲得（2014 年 7 月） 
2015 第 56 回国際数学オリンピック（IMO）タイ大会
の日本代表選手 1 名銀メダル 1 名銅メダル獲得
（2015 年 7 月）  































「A. 代数(Algebra)」，「An. 解析(Analysis)」，「G. 幾
何(Geometry)」，「P. 確率(Probability)」， 








〔例〕 an2. 合成関数とグラフ 
 An.は解析であり，先頭が小文字なので中学生対























a1.  整数 2008 g3-4. ヘロンの公式の幾何的証明と応用 2013 
a1-2. 有理数 2007 g3-5. 双心四角形の性質 2015 
a1-3. 剰余類の演算とウィルソンの定理 2014 G1. 四面体の幾何   2008 
a1-4. 速算術 2015 G1-2. デカルトの円定理   2009 
a3. 暗号理論と整数論 2006 G1-3. 正多角形と等積な正方形の作図法 2013 
A1. 数と方程式  2008 G2. 正１７角形の作図  2008 
A1-2. 平方根の連分数展開について 2012 G2-2. ベクトルの内積と方べきの定理 2011 
A1-3. 高校における整数問題 2014 s1. 統計の基本   2006 
A1-4. 開平法と連分数による平方根の近似値 2014 s2. 標準偏差・近似直線 2006 
A1-5. オイラー関数について 2015 s3. 正規分布と標準化   2006 
A1-6. 集合と場合の数の導入 2016 ★ s3-2. シミュレーションによる授業 2006 
A2. 離散な数列と連続な関数   2009 S1. 回帰直線・近似曲線 2006 
A2-2. ΣK＾4と区分求積法 2011 S1-2. 数理統計学入門  2009 
A2-3. 斜交座標の薦め 2015 S2. 残差分析によるデ－タ系列の関係 2007 
A2-4. 漸化式 2015 S3. 主成分分析入門 2007 
A3. 置換と正多面体群 2007 S3-2. 正規分布の平均の推定  2008 
A3-2. １次変換の線形性 2008 S3-3. 中心極限定理 2016 ★
A3-3. 複素数と複素数平面 2015 d1. 自然数の和，平方数の和，立方数の和  2007 
an1.   2元 1次方程式とその応用 2007 d1-2. 『数える』 2010 
an2. 合成関数とグラフ   2009 d2. グラフや図形の移動・変形 2006 
an3. 絶対値を含む関数のグラフ  2009 d3. ２次関数の接線 2006 
an3-2. 絶対値とガウス記号を含む関数のソフトウエアによるグラフ描画 2010 d3-2. 面積・体積  2006 
An1. 2次関数 2007 d3-3. 最大・最小 2006 
An1-2 2次関数（２） 2009 d3-4. 放物線で囲まれる面積 2013 
An1-3 和や積のグラフ 2010 d3-5. 場合の数 ～樹形図から漸化式へ～ 2014 
An1-4. 図で証明する三角関数の性質 2013 D1. 包絡線  2006 
An2. 円周率の近似 2007 D2. グラフ描画の方法 －テクノロジ－への挑戦－ 2007 
An2-2. 三角関数表を作る 2006 D2-2. ３次関数の性質 2015 
An2-3. 加法定理から導き出される多項式 2006 D3. 包絡線(その２）   2006 
An2-4. 三角関数の和と積の周期 2011 D3-2. 微分方程式 2006 
g1. 四角形の合同条件  2008 D3-3. 微分方程式の応用  2006 
g1-2. 作図の教材  2009 D3-4. 関数のグラフの描画法  2008 
g1-3. 四角形の性質（包含関係） 2010 D3-5. 曲線と面積  2008 
g1-4. 正多面体の面や辺の作る角 2012 Of.   4元数を高校数学へ 2007 
g1-5. 三平方の定理 2013 O2. 有限世界の数学 2007 
g2. チェバ・メネラウスの定理 2007 p2. 身近な確率・連続変量の確率 2011 
g3. 立方体の切断 2007 Pｆ１. 組み合わせの確率モデル 2007 
g3-2. 反転法 2007 Pf2. EBIと確率・統計 2007 









ᑐ㇟Ꮫᖺ 㸸୰Ꮫ1ᖺ⏕㸭㧗ᰯ 1ᖺ⏕ 
㛵㐃༢ඖ 㸸ሙྜࡢᩘ࡜☜⋡㸪 
  㞟ྜ࡜ㄽ⌮ 






















(2) 983ࡸ 776ࡢࡼ࠺࡟㸪ྛ఩ࡢᩘࡢ࿴ࡀ 20࡛࠶ࡿ
ࡶࡢࡣ඲㒊࡛ఱಶ࠶ࡿ࠿ࠋ 






























 ࿴ࡀ5࡛࠶ࡿࡇ࡜ࢆ  ۑۑۑۑۑ  ࡜⾲ࡍࠋ 
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ゎἲ B ࡢۑ࡜௙ษࡾ㹺ࡢ⪃࠼ࡑࡢࡲࡲ࡟㸪20 ಶࡢۑ
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  ۑ㸦ۑ19ಶ࡜௙ษࡾ㹺2ᮏ㸧  ࡢ࢝ࢵࢥෆࢆ 
୪࡭࠿࠼࡚㸪 210221  j 㸦ಶ㸧 
 ࡇࡢ࠺ࡕ㸪10௨ୖࡢᩘࡢ఩ࡀ 2ࡘ࠶ࡿࡶࡢࡣ 
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ࢀࡿ࠿ࡽ㸪 1526  j 㸦ಶ㸧 
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      ྛ఩ࡢᩘࡢ࿴ࡀ24࡛࠶ࡿࡶࡢࡀ10ಶ 
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ྛ఩ࡢᩘࡢ࿴ࡀn㸦 271 䍺䍺n 㸪nࡣᩚᩘ㸧࡛࠶





n  1 2 3 4 5 6 7 8 9 
POnT  1 3 6 10 15 21 28 36 45 
 
n  10 11 12 13 14 15 16 17 18 
POnT  54 61 66 69 70 69 66 61 54 
 
n  19 20 21 22 23 24 25 26 27 







91 䍺䍺n ࡢ࡜ࡁ㸪 
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1810 䍺䍺n ࡢ࡜ࡁ㸪 




89100 POPOPOPO nnnn   










ࡇࢀࢆn␒┠࠿ࡽ㡰࡟ PO 8n ␒┠ࡲ࡛ 9ಶຍ࠼ࡓࡶ
ࡢࡀ POnT ࡛࠶ࡿ㸪࡜⪃࠼ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿࠋ㸦୍㒊ࡢ
⏕ᚐࡣࡇࢀࢆࠕືࡃᒣ⌮ㄽࠖ࡜ྡ௜ࡅ࡚࠸ࡓ㸧 
ࡋࡓࡀࡗ࡚㸪 91 䍺䍺n ࠾ࡼࡧ 2719 䍺䍺n ࡟ࡘ
࠸࡚ࡣ㸪 POnT ࡣ୕ゅᩘ࡛࠶ࡿࠋ 
 ୍᪉㸪 1810 䍺䍺n ࡟ࡘ࠸࡚㸪ᅗࡢࡼ࠺࡟ࠕᒣࡢ
୰ኸ㒊ࠖ࡬⛣ືࡍࡿ࡜㸪ᚲࡎṇ᪉ᙧࡢ࠿ࡓࡕ࡛వࡿࠋ
ࡇࡢṇ᪉ᙧࡢ୍㎶ࡣ㸪୰ᚰ࠿ࡽࡢࡎࢀ 14n ࡛࠶ࡿࠋ
ࠕᒣࡢ୰ኸ㒊ࠖ 7014  POT ࡛࠶ࡿ࠿ࡽ㸪 














ྛ఩ࡢᩘࡢ࿴ࡀn㸦 361 䍺䍺n 㸪nࡣᩚᩘ㸧࡛࠶












ࡢ࿴ࡀ PO n37 ࡛࠶ࡿࡶࡢ࡜ࡢ୍ᑐ୍ᑐᛂࢆ⪃࠼ࡿ
ࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿ࠿ࡽ㸪ᐇ㉁ⓗ࡟ࡣ 181 䍺䍺n ࡟ࡘ࠸࡚
⪃࠼ࢀࡤࡼ࠸ࠋࡲࡓ㸪 91 䍺䍺n ࡟ࡘ࠸࡚ࡣྛ఩ࡢᩘ
ࡀ 10 ௨ୖ࡟࡞ࡗ࡚ࡋࡲ࠺ࡇ࡜ࢆ⪃࠼ࡿᚲせࡀ࡞࠸࠿





















୰ᚰᴟ㝈ᐃ⌮(Central Limit Theorem) 
ᖹᆒȣࠊศᩓ 2Ȫ ࡛࠶ࡿྠ୍ࡢศᕸ࡟⊂❧࡟ᚑ࠺㸪nಶ
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4．おわりに 
 本校数学科のSSH事業に関わる研究は，学校全体の
カリキュラムも数学科のカリキュラムも変更すること
なく実施してきた。そのため，開発した教材は中学・
高校の既存のカリキュラムの中に位置づけ，通常の授
業で繰り返し実践し，また，教育研究会における公開
授業・研究協議やSSH数学科教員研修会を通して，他
校の多くの先生方から直接意見をいただく機会を得た。
今期のSSH事業は今年度が最終年となるが，今後も教
材の開発を継続して行い，他校の先生方と共有し，検
討を重ねることにより，本校だけでなく他校でも利用
しやすい形を提案することは本校数学科の使命だと改
めて感じている。 
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